
ＩＣＴ授業活用教育実践 

対 象 高等学校３年 

教科・科目 数学・数学Ⅱ 

単 元  図形と方程式 

ねらい 

ふだん，数式を変形させることによって解いている問題について，情報機器を利用して

グラフをかくことによって，図形的な意味を確認し，より深い理解を得られるようにす

る。 

ＩＣＴ環境 

（授業で使用した機器） 
プロジェクタ，パソコン（教師用） 

利用したデジタル教材 

（アプリ，サイトのアドレ

ス，資料など） 

Grapesで作成したファイル 

授業でのＩＣＴの活用方法

と手順 

① 紙面上で式変形している方程式がどのような図形的意味をもつのかを

Grapesで確認をする。 

 

② 変数を変化させることによってどのように図形が変化をするのかを考察

し，Grapesで確認をする。 

授業の工夫（ポイント） 

式変形のみで解答をし，その式の図形的意味を把握することなく問題を解

いている生徒が多いが，ＩＣＴを利用して図形を描くことによって，その式

が表している図形がどのような意味をもつのかを確認させた。また，変数が

変化することによって，どのように図形が変化するのかを捉えさせた。 

生徒の様子 
ＩＣＴを使用したことで，通常の授業よりも，より興味をもって授業に臨

むことができた。 

実践例 

配当時間 学習の進め方 指導のポイント 

導
入 

 

 

 

 

 

10

分 

・問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２直線の交点を求めて，２点を通る直線の方程式に

代入する。 

 

 

 

・ 𝑎について整理し， 𝑎の恒等式として連立方程式を

解く。 

問１ 次の２直線の交点と，点（５，６）を通る直線の方程式を求めよ。 

𝑥 + 2𝑦 − 10 = 0 , 2𝑥 + 3𝑦 − 7 = 0 

問２ 直線 (1 + 3𝑎)𝑥 − (2 + 𝑎)𝑦 = 2 − 9𝑎  について𝑎の値にかかわらず通る定点を求めよ。 



展 

開 

 

 

 

 

          

35  

分 

・問１と問２の関連性について考える。 

・問２の結果を利用して問１の別解につい

て考える。 

・類題を解く 

 

 

 

・𝑘の値が変化することによって，どのよ

うに図形が変化するかを考察する。 

 

・Grapes を用いて問２の図を描き，𝑎についてまとめ

た二つの直線の支点を必ず通る図形であるというこ

とを確認する。 

 

 

 

 

・𝑘(𝑥2 + 𝑦2 − 5) + (𝑥2 + 𝑦2 + 4𝑥 − 4𝑦 − 1) = 0 の方

程式を作り（３，０）を代入することによって𝑘の

値を求め，元の式に代入することによって求める。 

・ ①，②のどちらの式に𝑘をつけてもよいことを確認

する。 

・𝑘の値が大きくなれば，①の図形の割合が大きく

なり，𝑘の値が小さくなれば，②の図形の割合が

大きくなることを確認する。また，𝑘 = −1のと

きには，図形が直線になることを確認する。 

ま
と
め 

５

分 

・ 一 般 に 𝑓(𝑥, 𝑦) + 𝑘𝑔(𝑥, 𝑦) = 0 が 

𝑓(𝑥, 𝑦) = 0と𝑔(𝑥, 𝑦) = 0の交点を通る図

形であるということを確認する。 

・今回は，直線同士，円同士の交点を通る図形につい

て考えたが，放物線同士など他の図形にも活用する

ことができることを確認する。 

 

評価 

生
徒
に
つ
い
て 

生徒の興味・関心 
アンケートの結果によると，ＩＣＴを使わない授業よりもＩＣＴを利

用した方がより興味・関心が高まった。 

生徒の理解 
紙面で式変形して問題を解くよりも，ＩＣＴを利用して視覚的に捉え

ることでより深い学びにつながった。 

生徒の情報機器の活用度 
今回は教員主導の授業であったため，生徒が情報機器を活用すること

がなかった。 

授
業
に
つ
い
て 

事前準備の難易度 準備に多くの時間はかからない。 

指導者にとっての授業展

開の難易度 

今回は無線でパソコンをプロジェクタとつないだため，タイムラグが

起こり，なめらかにグラフが変化しない場面があった。 

授業の「ねらい」の設定

は適切であったか 

ＩＣＴを利用することにより，正確なグラフを観察して課題を考察す

ることができ，より深い理解につながったため適切であった。 

効果的な指導方法であっ

たか 

単なる式変形ではなく，図形的意味を押さえることにより，より深い

学びとなった。 

＜実践の感想及び反省点等＞ 

ＩＣＴを使って視覚的に図を見せることにより，生徒はＩＣＴを使わない授業よりも興味をもって問題に

取り組むことができた。今回はパソコンとプロジェクタを無線で接続した結果，タイムラグが起こるという

ようなトラブルが起こった。ＩＣＴを使用する場合，機器のトラブルが発生する可能性があるので，準備の

ときに動作確認とともに柔軟に対応していかなければならない。 

 

問３ ２つの円𝑥2 + 𝑦2 = 5 ･･･①，𝑥2 + 𝑦2 + 4𝑥 − 4𝑦 − 1 = 0 ･･･②について,２円の共有

点と点（３，０）を通る円の中心と半径を求めよ。 


